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１研究分野 

最適な可逆クイック整列法の生成 

――可逆アルゴリズム 

――In-Place アルゴリズム 

2 目的 

この論文では、アルゴリズム内において小さな構成要素に最適なゴミ情報を生成、最適性を

保持したまま大きな構成要素にするために、マージを行う事により、既存の手法の応用性を

高める。 

３背景 

現在における既存の手法では、最適な状態のゴミ情報を持ったアルゴリズムが自動生成で

きる方法は存在せず、可逆アルゴリズムの意義も非可逆アルゴリズムの応用でしか存在し

ない。 

４アプローチ 

この論文では、ゴミ情報を定義する目的で、演算子を利用。 

５結果 

この論文によって作成されたアルゴリズムを下に表示する。 

 



６有用性 

この論文内において作成されたアルゴリズムは可逆アルゴリズムの応用性の上昇をもたら

す。また、他のアルゴリズムにも利用可能になる可能性が存在する。 

７限界・短所 

この論文内においては、言及されていない。 

 


